２０１４年祝津チャンピオンシリーズ帆走指示書

１　規則

　　本シリーズは、２０１３～２０１６年セイリングレース規則、有効な当該クラス規則、実施要項、本帆走指示書を適用する。

２　競技者への通告

　　競技者への通告は、祝津ヨットハウス２階に掲示される。

３　帆走指示書の変更

　　帆走指示書の変更は、レース当日の8時までに祝津ヨットハウス１階に掲示される。

４　陸上で発せられる信号

４．１　陸上で発せられる信号は祝津ヨットハウスに掲揚される。

４．２　AP旗が陸上で掲揚された場合、レース信号AP中の「１分」を「４０分以降」と置き換える。

５　レースの日程

５．１　レースの日程を次のとおりとする。

５月　４日（日）　　第１レガッタ、第１R予告信号　４７０級、OP級　　　　９：１０、１３：００

６月　１日（日）　　第３レガッタ、第１R予告信号　４７０級、OP級　　　　９：１０、１３：００

７月　６日（土）　　第５レガッタ、第１R予告信号　４７０級、OP級　　　　９：１０、１３：００

８月　３日（日）　　第７レガッタ、第１R予告信号　４７０級、OP級　　　　９：１０、１３：００

９月　７日（日）　　第９レガッタ、第１R予告信号　４７０級、OP級　　　　９：１０、１３：００

10月　５日（日）　　第１１レガッタ、第１R予告信号　４７０級、OP級　　　９：１０、１３：００
天候の状況等による競技種目の変更は、各レース開催当日8時半までにレース委員会が変更する場合もある。
５．２　 470級の予告信号を発する 5 分前に音響 1 声とともにオレンジ旗を本部船に掲揚する。
　

５．３　予定されるレース数

　　　　各クラスとも年間１１レガッタを予定する。１レガッタのレース数は原則として４レースとする。

ただしこれ以上行うこともある。
　　　　日程どおりにレースが完了しない場合、次のレース開催日に余分のレースを行うことがある。

　　　　余分のレースを行う可能性のある場合は、レース当日の１２時までにその旨を掲示する。

５．４　それぞれの日の最終レースの４７０級スタート時刻は遅くとも１５時３０分とし、それ以降は行わない。

５．５　複数のレースを同じ日に行う場合は、次の予告信号は可能となれば直ちに発せられる。

６　出艇・帰着申告

出艇申告は午前の部はレース当日の８時１０までに、午後の部は１２時までにヨットハウス２階事務局まで、

参加費用を添えて申告する。帰着申告は帰着後直ちにヨットハウス２階にて行う。

　　レース終了後直ちに着艇する意思のない艇は、フィニッシュ時に運営艇にその旨を伝えることにより帰着申　

　　告とする。

　　上記の申告を怠った艇は、その日のレースの得点から２点を加点されてしまうものとする。

７　クラス旗

　　４７０級　　　　　　　　　　国際４７０旗

　　スナイプ級　　　　　　　　　スナイプ旗　

　　FJ級＋他シングルハンド艇　　　Ｆ旗

８　陸上で発する信号

８．１  陸上で発する信号は、陸上本部（ハウス二階）の信号柱に掲揚される。

８．２  D旗が音響信号１声と共に掲揚された場合、「出艇を許可する」ことを意味する。

　　艇は、この信号が発せられるまで、離岸してはならない。スタート予告信号は、Ｄ旗掲揚後30分以降に発する。

　　Ｄ旗がクラス旗の↑に掲揚された場合、そのクラスのみに当該信号が適用される。
８．３  ＡＰ旗とクラス旗が音響信号２声と共に掲揚された場合、レースを延期する。この場合は出艇してはならない。

また、ＡＰ旗とクラス旗が音響信号１声と共に降下した場合、予告信号は降下後60分以降に発せられ、

出艇が許可される。但し出艇前には出艇申告をしなければならない。これはRRS レース信号を変更している。

８．４　Ｂ旗とクラス旗が音響信号２声と共に掲揚された場合は「当該クラスの抗議の受付を開始した」ことを、

音響信号１声と共に降下した場合は「抗議の受付を締め切った」ことを意味する。
９　コース

　　別添図のとおり

　
９.１　艇の帆走するコースの指示は次の通りとする。コースを示す国際信号旗（数字旗）は予告信号１分前に掲揚され、長音１声が発せられる。スタート後４分間掲揚する。

数字旗１が掲揚された場合はコース１、数字旗２が掲揚された場合はコース２とする。
９.２　第3 マークから第1 マークへのおおよそのコンパス方位は、予告信号以前に本部船に掲示する。
１０　マーク

　１０．１　マークは数字で１，２，３と表示された黄色の三角型ブイを使用する。打ちかえの際は黄色の円筒型ブイを使用する。
１１　スタート
　　レースは規則２６を用いてスタートさせる。

１１．１　レースは次のとおりスタートさせる。

　　A海面　　４７０級、スナイプ級、FJ級＋シングルハンド艇の順で、順次スタート。
１１．２　スタート・ラインは、スタート本部船上のオレンジ色旗を掲げたポールとスタートアウター側のブイの間とする。

１１．３　予告信号が発せられていない艇は、スタートエリアを回避しなければならない。

１１．４　スタート信号の４分後以降にスタートする艇は、「DNS」と記録される。　

この場合、参加艇数＋１点が与えられる。
１２　コース変更

１２・１　次のマークの位置の変更は　RRS　33 に基づき行われる。但しレグの長さの変更を示す「＋」及び「－」の掲示は行わない。これはRRS　33(b)を変更している。
１２．２　変更で新しいマークを置き換える場合、そのマークは元のマークで置き換える。
　　　　　　但し打ち変えの上マークは除く
１３　フィニッシュ

１３．１　フィニッシュ・ラインは、フィニッシュ本部船の青色旗を掲げたポールとフィニッシュアウター側のブイの間とする。

１３．２　その日の最終レースフィニッシュ後の艇は、レース運営の監視の範囲外に置かれる。　
１４　付則Ｐの適用
　　　ＲＲＳ４２の違反に対しては、「付則Ｐ」を適用する。国際４７０級については、「クラス規則Ｃ１．１」にもとづき、ＲＲＳ４２を変更するものとする。Ｏ旗またはＲ旗はレース委員会艇に掲揚される。

１５　ペナルティ方式

　　規則４４．１、規則４４．２（７２０度回転ペナルティ）による。

１６　タイムリミット

「規則」29.1、「規則」30.3に違反していない先頭艇がコースを帆走してフィニッシュ後、20分
以内にフィニッシュしない艇は、審問なしに『フィニッシュしなかった（DNF）』と記録される。
この項は、「規則」35、A4、A5を変更している。 

１７　抗議と救済の要求
１７．１　　レース・エリアで関与したか、または目撃したケースに関して抗議しようとする艇は、「規則」61.1を履行し、当該レースにおいてフィニッシュした後(リタイアまたはタイム・リミットとなった場合はその後)、速やかにレース委員会艇に抗議の意思を伝えなければならない。ただし、プロテスト委員会がやむをえないと判断した場合はこの限りではない。これは「規則」61を変更している。
１７．２　　抗議および救済要求は、プロテスト委員会事務局で入手できる用紙に記入の上、その当該クラスの最終レース終了後50分以内にプロテスト委員日会事務局に提出しなければならない。これは
「規則 」61.3および62.2を変更している。また、抗議締切時刻は公式掲示板に掲示される。
レース委員会またはプロテスト委員会による「規則」61.1(b)に基づく艇への抗議の通告は、抗議締切時刻までに公式掲示板に掲示される。 
１７．３   　付則Pに基づき、「規則」42違反を認めたか、またはプロテスト委員会により失格とされた艇の
一覧は、抗議締切時刻までに公式掲示板に掲示される。 
１７．４　　プロテスト委員会は、ほぼ受付順に審問を行う。競技者への審問の時刻、場所、当事者および証人として指名された者への通告は、抗議締切時刻後30分以内に公式掲示板に掲示される。 
１７．５　　指示17.1~17.4，18，20，22および23の違反は、艇による抗議の根拠とはならない。これは「規則」60.1(a)を変更している。これらの違反に対するペナルティーは、プロテスト委員会が決めた場合には、失格より軽減することができる。この指示に基づく裁量のペナルティーに対する得点の略語は、DPIとする。 
１８　得点
１８．１　本大会は、低得点方式を適用する。
１８．２　本大会は、2レースの完了をもって成立する。 
１８．３　シリーズの得点は各クラスともスキッパー個人の得点として記録される。

１８．４　シリーズが成立するためには３レガッタを完了することを必要とする。

１８．５　各レガッタの得点は、1位艇に20点、2位艇に19点・・・ｘ位艇に２１－ｘ点として与え、その合計点が最も高い者を優勝とする。

１８．６　シリーズの得点は、その艇が参加したレガッタ（３レガッタ以上が条件）の得点のうち、高順位の３レガッタからとった平均点とする。

１８．７　得点がタイになった時は、同じ点でもより大きなフリートでの得点者を勝者とする。
１８．８　指示17.8のPTPは、「当該種目参加艇数＋1点」の得点を与える。
17.安全規定 
17.1　出艇申告は署名方式で行う。出艇しようとする艇の艇長は、大会本部の出艇・帰着申告受付所において用意される署名用紙に署名し、出艇しなければならない。出艇申告は、その日の最初のレースのスタート予告信号時刻の 90分前から30分受け付ける。帰着後、その日に再出艇する場合、出艇申告書に署名する。艇長またはその代理人は、リタイア報告書をその日の抗議受付終了時刻までに、出艇・帰着申告受付所に提出しなければならない。 
17.2　帰着申告はその日の最終レース、艇長(レース委員会が正当な理由があると認めた場合は、
その代理人)の署名をもって行う。帰着した艇の艇長は、帰着後直ちに、出艇・帰着申告受付所に
用意される署名用紙に署名しなければならない。署名用紙は当該種目のレース終了後60分間用意される。ただし、レース委員長の裁量によりこの時間を延長することがある。 
17.3  リタイアしようとする艇は、速やかにレース・エリアを離れ、リタイアの意思を近くのレース
委員会艇に伝えなければならない。艇長(レース委員会が正当な理由があると認めた場合は、
その代理人)は、指示 17.2の帰着申告を行ったうえリタイア報告書をレースの行われる当日の抗議
受付終了時刻までに出艇・帰着申告受付所に提出しなければならない。やむを得ずレース委員会艇にその旨を伝えることができなかった場合は、リタイア報告書にその理由を記入すること。
17.4 艇の乗員は、離岸してから着岸するまでの間、有効な浮力を有する救命補助具：ライフジャケット (自分の体重を支えるのに十分な浮力があるもの)を着用しなければならない。ただし、衣類の着脱に携わる短時間の場合はこの限りではない。これは「規則」第4章前文及び「規則」40を変更するものである。 
17.5 レース艇が自ら救助を求める場合は、救助する船に対して片手を高く上げて合図を送ること。 
17.6レース委員会は、危険な状態にあると判断したレース艇に対し、リタイアの勧告及び強制的に救助を行うことができる。 
17.7 レース艇は、自らの安全のためにマスト・トップに浮力体をつけることができる。 
17.8 出艇申告及び帰着申告に不備があったレース艇には、審問なしにペナルティーが科せられる。
「規則」63.1と「規則」 A4、A5を変更している。また、ペナルティーは PTPとして記録し、
指示 16.6に示す得点を与える。これは「規則」A11の追加である。出艇申告の不備は当日の第1レース、帰着申告の不備は当日の最終レースを対象にPTPとしてペナルティーを課すものとする。　
18　賞

　　各クラスとも最終レガッタ終了後、シリーズの得点が一番大きい選手を祝津チャンピオンとして表彰する。

19　計測

　　行わない。

20　責任の否認

20.1　競技者は完全に自己のリスクにおいてレースに参加することに同意する。

20.2　このレースに起因する物的、人的すべての損傷等についての責任は競技者にあるものとし、

　　　　主催各団体はいかなる責任および保障についてもすべてその責を負わない。

20.3　中学生以下の競技者については、本帆走指示書の２２．１，２２．２項の「競技者」を

　　　　「所属する団体および組織」と読み替えるものとする。

20.4　その日の最終レースフィニッシュ後の艇は、運営の監視の範囲外にある。
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別添図1（競技海域位置図）
別添図2（レースコース図）
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添付　　「コース図」

コース　１

S－１－２－３－１－３－F
数字旗　１
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コース　２

　
S－１－３－１－３－F
数字旗　２
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